
予価3,080円  四六版・344頁 ISBN978-4-7598-2069-0

ファインマンの「量子力学を理解している人は誰もいない
と思う」という言葉を出発点に、量子論は実験結果に合
い、計算は技術にも応用されているが、その意味につい
て、まだ誰も確定的なことを言っておらず、多くの考え方
に分かれているという内容を解説する。量子力学の解釈
は、多くの人を引きつけ続ける魅力的な難問である。その
難問を、フィリップ・ボールというサイエンスライターが、わか
りやく解説し、最先端の状況を伝えてくれる。 
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自然科学の教科書なら

いま大変注目されています !!
これまで量子力学が腑におちなかった人に

ぜひ読んで欲しい一冊です !!

フィリップ・ボール　著　松井　信彦　訳
「奇妙な」解釈からの脱却を探る

「奇妙な」解釈からの脱却を探る

量子力学は、本当は
量子の話ではない

フィリップ・ボール　著　松井　信彦　訳

量子力学は、本当は量子の話ではない

編集担当
中田峰晃より

１．量子力学が何を意味しているかを言える者はいない
２．量子力学は、本当は量子の話ではない
３．量子物体は波動でも粒子でもない
４．量子粒子は一度に二つの状態にはない
５．何が「起こる」かは、それについて何を見いだすかによる
６．量子論の解釈の仕方にもいろいろある
７．どのような問いも、答えは「イエス」だ
８．すべてを一度に知ることはできない
９．量子物体の性質がその物体だけに収まっている必要はない
10．「不気味な遠隔作用」はない
11．日常世界は量子世界の人間スケールにおける現れである
12．経験するすべてはそれを引き起こしている何かの複製である
13．シュレーディンガーの猫には子がいる
14．量子力学はテクノロジーに活かせる
15．量子コンピューターが「多くの計算を一度に」実行するとは限らない
16．「量子」あなたはほかにいない
17．物事はさらにいっそう「量子的」になりえた
18．量子力学の基本法則は思ったよりシンプルかもしれない
19．底へはたどり着けるのか？

目 　次

量子論における直感に反することや不可解なこと。
それらを「奇妙」とはもはや言っていられない。

「奇妙」からの脱却の時はもう来ている。

日経新聞掲載後、書店から毎日続々注文!!

X（旧Twitter）で話題沸騰!!
追加70冊の注文いただきました!!

日経新聞
電子版書評2/8掲載!!話題本話題本

都内某店より


